
平成２０年度県立広島大学親子体験企画 
「子どもと楽しむ４つの世界」パート２ 

    
ひとり語り 

伸ちゃんの 

さんりんしゃ 
 
  
 

作  児玉 辰春 

脚色  林  昭弘 

ひとり語り  林  昭弘 

チェロ演奏  伊藤 哲次 

ピアノ演奏  小玉 好行 

 

 

◆と き：平成２０年８月２５日（月） 

     １４：００～１５：００ 
 

◆ところ：県立広島大学広島キャンパス 

     大講義室兼講堂 

     （広島市南区宇品東１－１－７１） 
 

◆参加費：無料（申込不要） 
 

◆問合先：県立広島大学地域連携センター 

     ℡０８２－２５１－９５３４ 
 

◆主 催：県立広島大学 
 

◆お願い： 

・２歳未満のお子さんのご入

場はご遠慮ください。 

  ・公共交通機関をご利用  

ください。 

 
● あらすじ ● 

 
1945 年，3 歳の伸一は，隣のきみちゃんと絵

本の中の三輪車を見るのが大好きでした。食べる

のがやっとの戦争中，三輪車を買うことなどでき

るはずがありません。が，ある日のこと，入隊す

るおじさんが古い三輪車を持って来てくれまし

た。大喜びの伸一ときみちゃんは，8 月６日の朝

も，三輪車で仲良く遊んでいました。そして，閃

光が…。 
  

● 子どもたちの感想 ● 
 
◇「人の命を大切に思うこと」が戦争をなくすこ

との第一歩だと思いました。 
◇未来にこんな悲しいことがおこらないように，

次の世代に62年前の出来事を伝えていかないと

いけないなあ，と思いました。 
◇家族の大切さが一番強くこころに残りました。 
◇一人語りがこんなに平和・命の大切さをうった

えることができるということに，とても感動し

ました。その場面にあう，とてもすばらしいチ

ェロの音も，うったえているように聞こえまし

た。 
◇悲しさ，苦しさがとても伝わり，かんどうがと

まらないほど，いきもぴったりですごい！と思

いました。 

 
● 出演者プロフィール ● 

  
林 昭弘（演出家・ＡＫＩ演劇研究所代表） 

  1948 年初舞台。1970 年「友達」（安部公房

作），「夜の来訪者」（広島県芸術祭），「夕鶴」，

「ラブソングが聞こえる」，「わが町」などの

舞台や，テレビ，ラジオ出演多数。脚本，演

出などもこなす。 
  「伸ちゃんのさんりんしゃ」は 1992 年，

NHK スペシャルの中で朗読出演，その後，

2001 年に舞台用に脚色した「ひとり語り」を

チェロ演奏と共演したことがきっかけとなっ

て今日に至る。 
  
伊藤哲次（広島交響楽団チェリスト） 

 5 歳よりチェロを始める。1978 年国立音楽大

学入学。在学中より室内楽等，多数の演奏会

に出演。1988 年，広島交響楽団に入団し，オ

ーケストラの他，幅広いジャンルで演奏活動

を行っている。 
 
小玉好行（県立広島大学教授） 

 東京芸術大学声楽科卒業。オペラの他，ソロ・

リサイタル，ジョイント・リサイタル，各種

コンサート等に出演。「あたらしい－お・う・

た」として，オペラや音楽劇の作曲も行う。 



◆「子どもと楽しむ４つの世界」今後の講座◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜パート３＞ 

こどもの歌曲集「まど・みちおの世界」 

●と き：平成２０年１２月１３日（土） 

●ところ：県立広島大学 広島キャンパス 大講義室兼講堂 

●募 集：申込不要。４００名。どなたでも。 

●内 容：まど・みちおの詩に本学教授小玉好行が曲をつけました。地元で活躍する歌

い手による歌の世界を鑑賞します。 

＜パート４＞ 

音楽リズム「しなやかな心とからだを育む身体運動文化（Ⅲ）」 

●と き：平成２０年１２月１３日（土）・２０日（土） 

●ところ：県立広島大学 広島キャンパス 小競技室 

●募 集：親子あわせて５０名程度。子どもは２歳以上，１０歳未満まで（要申込） 

●内 容：奥本秀明さん（音楽教育の会，元広島市立中学校教諭）と共に，軽快なピア

ノに合わせて歌い，動物や昆虫になりきって動きます。運動量や動き方を追

求するのではなく，表現できる開かれた“からだ”を育てることを目指しま

す。 

 


